
　
最
も
身
近
な
選
挙
な
の
に
甲
斐
市
議
選
は
わ
ず

か

・

％
。
県
外
で
は
衆
院
鹿
児
島
２
区
補
選

が

・

％
と
半
数
割
れ
。
最
近
の
投
票
率
の
低

さ
を
思
う
と
、
議
論
の
行
方
が
心
配
に
な
る
▼
憲

法
改
正
手
続
き
を
確
定
さ
せ
る
国
民
投
票
法
改
正

案
が
、
今
国
会
で
成
立
す
る
見
通
し
だ
。
投
票
年

齢
を
当
面

歳
以
上
と
し
、
施
行
後
４
年
で
自
動
的
に

歳

以
上
に
引
き
下
げ
る
。
選
挙
権
や
成
人
年
齢
引
き
下
げ
は
先

送
り
し
た
ま
ま
、
改
憲
環
境
を
整
え
る
も
の
だ
▼
気
に
な
る

の
は
、
現
行
法
成
立
時
に
付
帯
決
議
さ
れ
た
、
一
定
の
投
票

率
に
達
し
な
け
れ
ば
無
効
と
す
る
「
最
低
投
票
率
」
導
入
の

議
論
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
現
状
で
は
仮
に
投

票
率
が

％
弱
な
ら
、
有
権
者
５
人
に
１
人
の
賛
成
で
改
憲

と
な
る
▼
９
条
改
正
を
視
野
に
改
憲
を
目
指
す
安
倍
晋
三
首

相
。
ま
ず
は
解
釈
変
更
で
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る

構
え
で
、
憲
法
は
か
つ
て
な
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
▼

年

前
に
出
さ
れ
た
「
日
本
国
憲
法

年
と
私
」

山
梨
憲
法
集

会
実
行
委
員
会

と
い
う
冊
子
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
戦
没

学
生
の
遺
稿
集
「
き
け
　
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
の
編
集
に
携

わ
っ
た
中
村
克
郎
さ
ん
は
「
も
う
遅
い
、
今
頃
こ
ん
な
ざ
ま

で
殺
さ
れ
る
位
な
ら
ば
な
ぜ
も
っ
と
あ
の
時
生
命
が
け
で
反

い
の
ち

対
し
な
か
っ
た
か
」
と
い
う
、
戦
死
し
た
兄
の
最
後
の
面
会

時
の
言
葉
を
紹
介
し
て
い
る
▼

な
ぜ
あ
の
時
」
と
い
う
後

悔
は
も
う
し
た
く
な
い
。
解
釈
改
憲
で
平
和
憲
法
は
骨
抜
き

に
な
ら
な
い
か
。
国
民
投
票
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
施
行
か

ら

年
の
憲
法
記
念
日
に
主
権
者
と
し
て
考
え
た
い
。
吾

土／

７

県中西部

降水確率 ％
６～
時

～
時

～
時
最低 最高

県東部五湖

降水確率 ％
６～
時

～
時

～
時
最低 最高

詳細は２面に

「今は日本の大きな転換点。国民が現
状を熟知し、時間をかけて議論すべき
だ」と話す水島朝穂さん 北杜市

日
本
の
転
換
点
時
間
か
け
議
論
を

憲法記念日集団的自衛権の是非調査
　
憲
法
記
念
日
の
３
日
、
日
本
国
憲
法
は
１
９
４
７

年
の
施
行
か
ら

年
を
迎
え
た
。
安
倍
晋
三
首
相
は

改
憲
を
目
指
し
、
そ
れ
に
先
立
ち
憲
法
９
条
の
解
釈

を
変
更
し
、集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
意
向
。

山
梨
日
日
新
聞
が
県
内

市
町
村
長
に
ア
ン
ケ
ー
ト

し
た
と
こ
ろ
、
半
数
の

市
町
村
長
が
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
を
「
認
め
る
」

条
件
付
き
で
認

め
る
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。
３
市
町
長
は
戦
争
放

棄
を
宣
言
し
た
憲
法
９
条
を
挙
げ
、

認
め
な
い
」

と
回
答
。

市
町
村
長
は
「
国
の
判
断
に
言
及
す
べ

き
で
は
な
い
」
な
ど
と
是
非
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ

た
。
一
方
で
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
向
け
、

憲
法
解
釈
の
変
更
を
閣
議
決
定
し
よ
う
と
す
る
手
法

を
「
支
持
し
な
い
」
の
は

市
町
村
長
に
上
り
、
拙

速
な
判
断
を
避
け
る
よ
う
求
め
る
意
見
が
目
立
っ

た
。
報
道
部
、
地
域
報
道
部

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

表
　
２
面
、
き
ょ
う
の
紙
面
」
に
関
連
記
事
一
覧

■韓国の旅客船
せんかくりょこくかん

沈没被害拡大
だいかくがいひぼつちん

どうして？

テレビ案内

　　■　■　　 　

　■■■■■■■■■■■■日本国憲法施行 年
集団的自衛権 県民は…■
９条をノーベル平和賞に■
改正めぐる各党の主張■
変容する専守防衛国家■

　論　説 ■
立憲主義の原点　再認識を

県内でニホンジカ大量死■
富士登山の拠点オープン■
　
　
　
　
　
　

岸がノーヒットノーラン■
親ロシア派拠点で交戦■
第１回山本美香賞決まる■
ネットバンクの被害急増■
　
　
　
　
　

　ぶん くら 文化 暮らし 　
斉藤和義 ライブリポート■
東京発やまなしの味 ■

　ラジオ エンタメ　 ■
日銀大阪支店の見学人気

全
国
求
人
カ
月
連
続
改
善
１
・
倍
、
年
以
来
の
水
準

上
場
企
業
３
月
期
経
常
利
益
６
割
ア
ッ
プ
円
安
、
駆
け
込
み
需
要
で

県
内
首
長
の
半
数
容
認
解
釈
変
更
人
が
反
対

早大教授・水島朝穂さんに聞く
　
政
府
は
近
く
集
団
的
自
衛
権
の
憲
法

解
釈
変
更
の
原
案
と
な
る
政
府
方
針

を
策
定
し
、
行
使
容
認
に
向
け
た
作
業

を
進
め
る
意
向
だ
。早
稲
田
大
教
授
憲

法
学
、
法
政
策
論

で
北
杜
市
に
仕
事

場
を
持
つ
水
島
朝
穂
さ
ん
は
「
こ
れ
は

日
本
の
大
き
な
転
換
点
。
国
民
は
立
ち

止
ま
っ
て
じ
っ
く
り
議
論
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
言
う
。
今
、
国
民
が
考
え
る

べ
き
こ
と
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

田
中
麻
里
子

◇

　
憲
法

条
で
は
「
天
皇
又
は
摂
政
及

び
国
務
大
臣
、
国
会
議
員
、
裁
判
官
そ

の
他
の
公
務
員
は
、
こ
の
憲
法
を
尊
重

し
擁
護
す
る
義
務
を
負
ふ
」
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
国
民
」
が
入
っ

て
い
な
い
こ
と
の
深
い
意
味
を
、
多
く

の
人
が
自
覚
し
な
い
ま
ま
今
日
ま
で
き

て
い
る
。

　
憲
法
は
国
家
権
力
を
縛
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
り
国
民
が
自
由
を
確
保

で
き
る
。
こ
の
仕
組
み
を
立
憲
主
義
と

言
う
。
武
田
信
玄
が
定
め
た
「
甲
州
法

度
之
次
第
」
で
信
玄
は
、
自
分
自
身
も

こ
の
法
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
、
も
し
自

分
が
こ
の
法
に
触
れ
る
行
い
を
し
た
と

き
は
、
身
分
を
問
わ
ず
誰
で
も
訴
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
記
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
権
力
者
も
法
に
縛
ら
れ
る
と
い
う

発
想
に
立
つ
。

　
自
民
党
の
改
憲
草
案
で
は
「
国
民
」

に
憲
法
尊
重
義
務
が
　課
せ
ら
れ
る
一

方
で
、
人
権
の
制
約
が
容
易
に
な
る
仕

掛
け
が
随
所
に
あ
る
。
こ
れ
は
近
代
立

憲
主
義
か
ら
離
れ
、
憲
法
を
、
国
民
を

縛
る
規
範
に
変
質
さ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
だ
。

改
憲
」
で
は
な
く
「
壊
憲
」

だ
。

　
と
こ
ろ
で
、従
来
の
学
校
教
育
で
は
、

憲
法
に
つ
い
て
の
教
え
方
に
弱
点
が
あ

っ
た
。
そ
の
原
因
の
一
つ
に
は
、
１
９

４
７
年
に
当
時
の
文
部
省
が
作
っ
た
社

会
科
副
教
材
「
あ
た
ら
し
い
憲
法
の
は

な
し
」
の
副
作
用
が
あ
る
。
こ
の
教
材

は
、
平
和
主
義
な
ど
に
つ
い
て
は
分
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
憲
法

が
権
力
を
制
限
す
る
も
の
と
い
う
立
憲

主
義
的
な
視
点
が
極
め
て
弱
い
。

　
子
ど
も
た
ち
は
「
憲
法
は
大
事
な
決

ま
り
だ
か
ら
皆
で
守
る
ん
だ
」
と
教
わ

り
、

国
家
権
力
と
い
う
も
の
か
ら
自

分
た
ち
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
守
っ
て

く
れ
て
い
る
も
の
」
と
は
知
ら
な
い
。

道
徳
の
親
分
み
た
い
な
も
の
だ
と
刷

り
込
ま
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
憲
法
教

育
の
弱
点
も
あ
っ
て
、
多
く
の
国
民
は

「
そ
も
そ
も
憲
法
と
は
何
か
」
を
抜
き

に
し
て
「
護
憲
か
改
憲
か
」
の
議
論
と

向
き
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

３
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梨
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Ｘ
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発
表
が
本
格
化
す
る
２
０
１
４

年
３
月
期
決
算
で
、
東
証
１
部
上

場
企
業

金
融
を
除
く

の
経
常

利
益
の
合
計
が
前
期
に
比
べ
６
割

超
の
増
益
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い

る
こ
と
が
２
日
、
分
か
っ
た
。
円

安
で
収
益
が
回
復
し
た
製
造
業
が

全
体
を
引
っ
張
っ
た
。
消
費
税
増

税
前
の
駆
け
込
み
需
要
も
幅
広
い

業
種
で
利
益
を
押
し
上
げ
た
。

　
業
績
改
善
を
背
景
に

年
春
闘

で
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

ベ
ア

が
現
行
の
要
求
方
式
に
な
っ
て
か

ら
の
最
高
額
を
記
録
す
る
な
ど
賃

上
げ
の
動
き
が
拡
大
し
た
。

　
た
だ
、
３
月
の
日
銀
の
企
業
短

期
経
済
観
測
調
査

短
観

で
、

企
業
は

年
度
の
設
備
投
資
に
慎

重
だ
っ
た
。
今
後
は
円
安
効
果
が

薄
ま
る
上
、
増
税
が
消
費
に
悪
影

響
を
与
え
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
、

年
３
月
期
の
増
益
幅
は
縮
小
す

る
見
通
し
。
好
業
績
が
続
き
一
段

の
景
気
改
善
を
呼
ぶ
好
循
環
に
つ

な
が
る
か
ど
う
か
は
不
透
明
だ
。

　
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
が
１
日
ま

で
に
決
算
発
表
を
終
え
た
２
６
９

社

全
体
の

・
７
％

を
集
計

し
た
。

　
経
常
利
益
を
業
種
別
に
見
る
と

電
機
が
約
３
倍
に
拡
大
し
た
。
円

安
で
輸
出
の
採
算
が
改
善
し
、
海

外
事
業
の
拡
大
も
後
押
し
し
た
。

前
期
に
巨
額
赤
字
を
計
上
し
た
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
黒
字
に
転
換
し

た
。
自
動
車
を
含
む
輸
送
用
機
器

は
米
国
で
の
売
り
上
げ
が
堅
調

で
、
４
割
を
超
す
増
益
だ
っ
た
。

　
決
算
を
今
後
発
表
す
る
企
業
が

約
８
割
あ
る
た
め
、
傾
向
が
変
わ

る
可
能
性
も
あ
る
。

　
厚
生
労
働
省
が
２
日
発
表
し
た

３
月
の
有
効
求
人
倍
率

季
節
調

整
値

は
、前
月
比
０

上
昇

の
１

倍
と

カ
月
連
続
で
改

善
し
、２
０
０
７
年
６
月
以
来
、６

年
９
カ
月
ぶ
り
の
高
水
準
に
な
っ

た
。総
務
省
が
同
日
発
表
し
た
３

月
の
完
全
失
業
率
季
節
調
整
値

は
前
月
と
同
じ
３
６
％
だ
っ
た
。

　
景
気
の
回
復
傾
向
を
背
景
に
、

新
年
度
に
向
け
た
企
業
の
採
用
活

動
が
活
発
だ
っ
た
。
新
た
に
職
探

し
を
始
め
た
り
、
仕
事
を
辞
め
て

転
職
活
動
を
始
め
た
り
す
る
人
の

動
き
が
出
た
こ
と
か
ら
、
失
業
率

は
横
ば
い
だ
っ
た
が
、
菅
義
偉
官

房
長
官
は
２
日
の
記
者
会
見
で

「
現
在
の
雇
用
情
勢
は
着
実
に
改

善
が
進
ん
で
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
足
元
の
雇
用
動
向
に
つ
い
て
、

厚
労
省
は
「
４
月
に
入
っ
て
も
採

用
を
手
控
え
る
動
き
は
出
て
お
ら

ず
、
現
時
点
で
は
消
費
税
増
税
に

よ
る
大
き
な
影
響
は
な
い
」
と
み

て
い
る
。
民
間
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の

間
で
も
４
月
以
降
も
雇
用
は
腰
折

れ
を
回
避
し
、
回
復
基
調
を
維
持

す
る
と
の
見
方
が
多
い
。

　

年
度
平
均
の
完
全
失
業
率

は
、
前
年
度
比
０
・
４

低
下
の

３
・
９
％
と
４
年
連
続
で
改
善
し

た
。

　
３
月
の
主
要
産
業
別
の
新
規
求

人
数
は
、
自
動
車
な
ど
幅
広
い
業

種
で
採
用
活
動
が
堅
調
だ
っ
た
製

造
業
が
前
年
同
月
比

・
４
％

増
、
人
手
不
足
の
産
業
か
ら
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
人
材
派
遣
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
が

・
７
％
増

と
伸
び
た
。

関
連
記
事
　
９
面

　
全

市
町
村
長
が
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
、
憲
法
解
釈
の

変
更
を
閣
議
決
定
す
る
手
法
の
是

非
と
、
そ
の
理
由
な
ど
に
つ
い
て

取
材
に
応
じ
た
。

　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を

認
め
る

と
答
え
た
の
は
山
梨
、

南
ア
ル
プ
ス
、
北
杜
、
身
延
の
４

市
町
長
。
条
件
付
き
で
認
め
る

と
し
た
の
は
富
士
吉
田
、
都
留
、

韮
崎
な
ど

市
町
村
長
。

　

認
め
る

と
答
え
た
理
由
を
、

中
込
博
文
南
ア
ル
プ
ス
市
長
は

「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
他
国
に
自

国
を
守
っ
て
も
ら
う
の
に
、
他
国

を
助
け
ら
れ
な
い
の
は
お
か
し

い
」
と
説
明
。
望
月
清
賢
山
梨
市

長
も
「
個
人
的
な
考
え
」
と
前
置

き
し
た
上
で
「
日
本
の
安
全
保
障

上
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
必

要
だ
。
自
国
を
守
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
逆
が
で
き
な
い
の
は
お
か
し

い
」
と
訴
え
た
。
　

　
「
条
件
付
き
で
認
め
る
」
理
由

に
つ
い
て
、
堀
内
茂
富
士
吉
田
市

長
は
特
定
秘
密
保
護
法
成
立
ま
で

の
議
論
不
足
を
指
摘
し
「
国
民
理

解
を
得
よ
う
と
し
な
い
や
り
方
は

認
め
ら
れ
な
い
」
と
注
文
。
保
坂

武
甲
斐
市
長
も
「
行
使
の
範
囲
を

明
確
に
示
す
べ
き
だ
」
と
し
た
。

　
認
め
な
い
と
し
た
倉
嶋
清
次

笛
吹
市
長
は
平
和
憲
法
を
守
り
、

戦
争
放
棄
の
姿
勢
を
国
際
社
会
に

示
し
続
け
る
の
が
日
本
の
あ
る
べ

き
姿
」
と
主
張
。
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
を
容
認
す
れ
ば
「
問
題
を

武
力
で
解
決
す
る
こ
と
も
容
認
す

る
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
し
た
。

　
久
保
真
一
市
川
三
郷
町
長
も

「
憲
法
で
認
め
て
い
な
い
こ
と
は

す
る
べ
き
で
は
な
い
と
批
判
し
、

富
士
河
口
湖
町
の
渡
辺
凱
保
町
長

も
「
憲
法
９
条
で
許
容
さ
れ
て
い

る
自
衛
権
の
行
使
の
範
囲
を
超
え

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
是
非
を
明
確
に
し
な
か
っ
た
の

は

市
町
村
長
。

国
の
判
断
に

つ
い
て
回
答
す
る
立
場
に
な
い
」

石
井
由
己
雄
大
月
市
長
、
志
村

学
富
士
川
町
長
、
舩
木
直
美
小
菅

村
長
、
岡
部
政
幸
丹
波
山
村
長
、

「
慎
重
に
議
論
を
す
る
べ
き
だ
」

宮
島
雅
展
甲
府
市
長
、
天
野
康

則
忍
野
村
長
、
高
村
文
教
山
中
湖

村
長

な
ど
と
し
た
。

　
一
方
、
憲
法
解
釈
の
変
更
に
よ

っ
て
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認

を
閣
議
決
定
し
て
か
ら
、
国
会
で

関
連
法
案
の
議
論
に
入
ろ
う
と
す

る
手
法
に
は

市
町
村
長
が
「
支

持
し
な
い
」
と
回
答
。
十
分
な
議

論
を
求
め
る
意
見
が
多
い
。

　
堀
内
富
士
吉
田
市
長
は
「
閣
議

決
定
で
は
国
民
の
理
解
は
得
ら
れ

な
い
。
国
民
に
開
か
れ
た
形
で
議

論
を
進
め
る
べ
き
だ
」
と
指
摘
。

辻
一
幸
早
川
町
長
も
「
内
閣
だ
け

で
な
く
有
識
者
な
ど
を
入
れ
た
広

い
検
討
が
必
要
」
と
し
、
２
人
と

も
場
合
に
よ
っ
て
国
民
投
票
も

行
う
べ
き
だ
と
の
考
え
。
宮
島
甲

府
市
長
も
「
変
更
す
る
な
ら
ば
国

会
、
国
民
の
議
論
に
基
づ
く
べ
き

だ
」
と
し
た
。
田
中
久
雄
中
央
市

長
は
「
方
法
論
と
し
て
、
そ
の
時

の
内
閣
の
都
合
で
憲
法
解
釈
が
変

わ
る
の
は
お
か
し
い
」
と
批
判
し

た
。

　
「
支
持
す
る
」
と
し
た
３
市
町

長
の
う
ち
、
横
内
公
明
韮
崎
市
長

は
、
国
会
で
関
連
法
案
を
議
論
す

る
上
で
内
閣
が
先
に
憲
法
解
釈
を

変
更
し
て
法
案
を
提
出
す
る
の
は

「
正
当
な
手
順
」
と
の
考
え
。
た

だ
行
使
の
範
囲
は
十
分
に
議
論
す

る
こ
と
を
求
め
た
。


